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平成28年度日本医師会女性医師支援センター事業「中部ブロック会議」 
平成28年11月13日（日）  

静岡県男女共同参画センター「あざれあ」2階会議室 

• 議題 

（１）報告事項 

 ①日本医師会女性医師支援センター事業の実施状況について 

 ②中部ブロック各県における取り組みについて 

（２）協議事項 

 ①中部ブロック各県の今後の連携について 

 ②日本医師会への要望事項について 

 ③平成28年度日本医師会女性医師支援事業連絡協議会での報告担当県  

  について：静岡県 

 ④次年度の開催担当県について：石川県 
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石川県女性医師支援センター 活動内容 

• メンター：14病院・21名 

 相談対応・座談会・情報提供 

• コーディネーター：6名 

 連絡会・茶話会・懇談会・HP等の企画 

 

◇「女性医師の生き方セミナー」  3月11日 

◇大学講義 

 金沢大学医薬保健学域医学類総括講義 

      （9月15日） 

 金沢医科大学集中講義    （10月6日） 

◇和菓子づくり交流会（婚活交流会）（10月29日） 

 独身女性医師の出会いのきっかけ 

◇女性医師勤務状況調査の実施    （9月12日） 2 



愛知県医師会 

• 「愛知県医師会イクボス大賞」実施企画 

 若手医師の仕事・育児両立に向けた環境整備に努める上司の事例 

 

• 「医学生、研修医等を 

  サポートするための会」 

 平成29年1月20日（金）  

  第1部：講演 

   名古屋大学からの 

   メッセージ 

  第2部：体験談 

   キャリアとの両立について 

  第3部：懇親会 
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富山県医師会 

• 女性医師等相談窓口 

• 女性医師コーディネーターによる 

 「病院巡回相談」毎年2-5施設 

  社労士会・医療アドバイザーも出席 

• 富山大学座談会 

• 富山大学3年生への講義 

• 「プロジェクト2020.30」地区懇談会 

• 男女共同参画委員会 

• 「働く医師の応援ハンドブック」配布 
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岐阜県医師会 男女共同参画事業 
• 平成22年度～「岐阜県医師会 女性医師等就労支援事業」→    
平成28年度から「医師ワークライフバランス推進事業」と改称 

・「新入研修医welcome party」（平成26年度～行政・病院協会・県医師会共催） 

・ 病院訪問事業・大学医学部との連携強化 

・「医師のためのﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ GIFU 」作成 

・ 医師の勤務環境調査 

（平成28年度） 

• 女性医師等 相談員養成のための研修会 

• 男女共同参画講演会（岐阜大学医学部4年カリキュラム1単位） 

• 医学生・研修医等をサポートするための会 

 「共働き夫婦の泣き笑い人生 

       ～ワークライフシナジーをめざして」 
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福井県医師会  

・「女性医師対策委員会」の活動報告 

 福井大学との連携強化 

 女性医学生との交流会 

 個別ヒアリング対応 

 

・「ふくい女性医師支援 

  センター」 

  →福井県医師会館 
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三重県医師会 

•  三重県 「女性が働きやすい医療機関認証制度」の制度設計 

  

• 「三重県医療勤務環境 

   改善支援センター」 

  との協働 

 

＊平成27年度時点 

 5医療機関が認証 
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静岡県医師会 女性医師支援委員会 

• 「浜松医科大学女性医師支援センター」（2013年2月～） 

→「静岡県女性医師支援事業」として協働 

•  静岡県医師会 

 「女性医師支援委員会」設置（2015年7月） 

 年2回の委員会 

 「女性医師ロールモデル講演会」 

 「女性医師支援フォーラム」 

 各種男女共同参画イベント参加 

 HP作成など 

→「男女共同参画委員会」への名称変更予定 
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中部ブロックとしての今後の展望？ 

• 中部7県担当理事の情報共有・連携活動等の強化 

• 担当理事またはコーディネーター等のネットワーク構築 

 （メーリングリストの作成など） 

・日本医師会「女性医師支援センター」 

      「女性医師バンク」との連携強化 

 

• 年に1回のブロック会議＋日本医師会報告が基本？ 

  → より広域での支援・啓発活動 

  → 実績につながる活動・県行政との連携強化 

  → 勤務医部会・委員会等による各種事業との関係 

  → 大学病院（研修医ほか）・医学生との交流強化など 
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